
SYSTEM KEEPER
システムリモート管理ツール

すべてのコンピュータを手軽に管理

SYSTEM KEEPERとは？
SYSTEM KEEPER(システムキーパー)はパソコン操作のログ記録、利用状況の監視、各種利用制限、

メンテナンス、プレゼンテーションなどが全てリモートで行えるシステム管理ソフトです。

特徴 1　- 軽快な動作 -
動作が重くなってしまう原因の高負荷な処理を徹底的に排除しましたので、

常駐プログラムにありがちなWindowsを不安定にする原因となりません。

特徴 2　- サーバー不要 -
専用サーバーを用意する必要がなく、現在お使いのパソコンでシステム管理が始められるため

コストパフォーマンスに優れています。

特徴 3　- かんたん -
直感的に操作できるよう使いやすさを追求し開発しましたので、

特別なトレーニングを受講することなく導入当日からご利用頂くことができます。

パソコンの基本的操作ができれば専門知識がない方でも難なく管理可能です。

万全のセキュリティ
アプリケーションの利用制限機能やUSBメモリなどのリムーバブルメディアの利用制限機能で

社内データの持ち出しや不正利用を禁止・監視することにより、情報漏洩の防止が可能になります。

またパソコンの利用ログの保存や、操作をリアルタイムでチェックする機能も標準装備されており、

問題発生時の原因追求や無実・潔白の証明が可能となります。

無料体験版
「クライアント管理・システム管理ソフトに興味はあるけど使いこなせるのか心配。」

「他社製のソフトを購入したけれど、難しくて使いこなせなかった。」

「他社製のソフトを使ったが動作が重すぎて業務に支障をきたしてしまった。」

こうした心配や不安を持つ方も多いようです。

弊社ではこうした事態を避けるために無料体験版をご用意いたしました。



SYSTEM KEEPER 機能

不正利用の検知と通知
利用が禁止されているアプリケーションを起動したり、不適切な操作を行った場合などに、その内容を記録して管理者に通知します。
電子メールを利用してリアルタイムに通報することも可能です。

デスクトップ画面の監視（キャプチャー）
クライアントコンピューターのデスクトップ画面をバックグラウンドでキャプチャーし、マネージャー画面に表示します。
複数のクライアントを一定間隔で巡回監視したり、同時に複数の画面（1画面最大126台）を表示するマルチ画面モードを装備しています。
取得した画像は、下記の「クライアント詳細情報」と共に履歴データとして自動保存され、いつでも遡って再表示が可能です。

クライアント詳細情報の取得
クライアントに関する様々な情報をリアルタイムで取得し、表示します。
（インストールされているアプリケーション一覧、表示中のウィンドウ一覧、起動中のプロセス一覧、登録されているサービス一覧、OS種別、
メモリ，ディスク容量など）

クライアントの操作監視 クライアントの操作状況を、動画でリアルタイムに監視できます。

利用状況（ログ）の記録、表示、回収
クライアントで行われた以下の様な操作が、ユーザー名や発生日時と共にログとして記録されます。
（ログオン、ログオフ、利用したアプリケーション、ウィンドウタイトル、ブラウザで表示したURL、印刷、外部デバイスの利用、ファイル操作など）
記録されたログは、様々なタイミングでマネージャー側に自動回収します。ファイルはCSV形式で、Excel等での再利用が容易です。

電源投入、切断、再起動、ログオン、ログオフ、スリープ マネージャーからクライアントの電源を投入したり、切断したりできます。タスク登録により、スケジュール実行も可能です。

電源投入リピーター 異なるネットワーク(セグメント)にあるクライアントに対して、電源投入命令を中継するリピーター機能を搭載しています。

アプリケーションの起動と終了、バッチファイル実行 アプリケーションの遠隔起動や終了を行うことができます。ログオンユーザーと異なる権限での実行も可能です。

プログラムの強制終了 クライアントにおいて起動中のプログラムを強制終了したり、表示されているウィンドウを消去することができます。

サービスの開始、停止 クライアントに登録されているサービスプログラムを開始したり、停止したりできます。

レジストリ操作（作成、修正、削除、取得） マネージャーからクライアントのレジストリ操作が可能です。レジストリファイル（Reg)を利用した一括変更もできます。

ファイル、フォルダの配布、回収、削除 複数のクライアントに対し、一括でファイルを配布したり、逆に回収することができます。(フォルダ単位の配布、回収も可能）

ファイル操作 クライアントのローカルドライブを、エクスプローラーを使用してファイル操作することができます。(異なるドメインやグループでも可能）

ファイル検索 クライアントディスク上のファイルを検索します。

フォルダの共有、解除 クライアントのフォルダをマネージャーから共有設定したり、解除設定することができます。

ファイルバージョン調査 クライアントディスク上のファイルのバージョンを調査することができます。

アプリケーションのインストール調査（資産管理） クライアントにインストールされているアプリケーションを調査することができます。

システム情報の取得 クライアントのシステム情報をファイル出力し、マネージャーに自動回収することができます。

イベントログ管理 クライアントに記録されているイベントログを調査、回収することができます。エラーなど重要な記録はリアルタイムに通知可能です。

メンテナンス 時計合わせ、ゴミ箱を空にする、IEの履歴削除、IEの一時ファイル削除、最近使ったファイルの削除などの遠隔実行ができます。

リモートコントロール オリジナルのリモートコントロールソフトが内蔵されており、ワンタッチでクライアントのリモート操作が行えます。

キー入力 同時に複数のコンピューターに対して、キーボード入力操作を行うことが可能です。

スタートアップ処理 クライアント起動時にサーバーからファイルをダウンロードしたり、任意のプログラムやバッチファイルを実行することができます。

クライアントのグループ分け管理 クライアントをグループに登録する事により、多台数のクライアントでも効率的な運用が可能です。

複数マネージャーの運用 同一のクライアントを異なる場所にある複数のマネージャーから管理することができます。

マネージャーの限定 マネージャーとクライアントは暗号化されたパスワードでペアリングロックすることが可能で、セキュリティを確保できます。

プログラムの更新 SYSTEM KEEPERのバージョンアップや、修正プログラムの適用は全てマネージャーから自動実行することができます。

アプリケーションの利用制限 利用可能なアプリケーションを制限できます。実行ファイル名やウィンドウタイトル単位で制限が可能です。

通信の制限 ポート番号やIPアドレスを指定することで、通信をブロックします。インターネットの利用だけを禁止することも簡単にできます。

ドライブの利用制限 DVD/CD、HDDなど、任意のドライブの利用を禁止することができます。

リムーバブルメディアの利用制限 USBメモリなどのリムーバブルメディアの接続を禁止したり、書き込みのみを禁止する事が可能です。

時間制限(タイマー） 利用可能な時間を制限したり、一定時間操作がない場合(アイドル状態)に自動的にスリープさせたりできます。

印刷の禁止 印刷機能を一時的に無効にする事が可能です。

システムポリシー設定 OSが提供するポリシー設定の中で、セキュリティ上有効な項目を簡単に一括設定できます。

コンソールのロック マウス、キーボードをロックし、コンピューターの操作を一時的に出来なくします。

クライアントPCの利用管理 クライアントの利用可能な日時を限定したり、任意のユーザーのみに利用許可を与えるなどの利用管理が可能です。(利用予約も可能）

メッセージ文の送信 マネージャーとクライアント間でメッセージの交換が可能です。

コマンド文の送信 マネージャーからクライアントに対して、バッチファイルの実行やプログラムの起動などのコマンド文を送信できます。

管理者PCのデスクトップ画像を配信 マネージャーPCのデスクトップ画像を全クライアント又は特定のクライアントに配信し、ディスプレイに表示させることが可能です。

クライアントの画像を配信
任意のクライアントのデスクトップ画像を他のクライアントパソコンに配信し、表示させることが可能です。
過去に取得した履歴画像を配信することもできます。

ブラウザのURL配信 マネージャーで表示しているWebページのURLをクライアントに配信し、同一のページを表示させることが可能です。

クリップボード操作 マネージャーのクリップボードの内容(文字列）をクライアントのクリップボードにコピーすることができます。(消去も可能）

ヘルプコール 各クライアントからマネージャーに対して呼び出し(ヘルプコール）が可能です。（メッセージ送信も可能）
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